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第 1 章では、塩化ガリウムを触媒とする、 α ， ß -不飽和ケトンとイソシアニドとの [4+1J 型付加環化反応につい
て述べた。触媒量の塩化ガリウム存在下、 α ， ß -不飽和ケトンとイソシアニドとの [4+1J 型付加環化が進行し、 5


























(1) 第 1 章では、 α ， ß-不飽和ケトンとイソシアニドとの触媒的 [4+1J 型付加環化が進行し、 5 員環ラクトン誘導
体が生成することが述べられている。基質の検討においては、様々な置換様式の α ， ß 不飽和ケトンにこの触媒系が









(3) 第 3 章では、 α ， α ， α ー3 置換アルデ、ヒドの転位により、ケトンが生成する反応について述べられている。単純な
第三級アルデ、ヒドのケトンへの転位が触媒的に進行した珍しい例である。通常超強酸条件下で行われるこの反応が、
塩化ガリウムを用いて進行したことは興味深い。また、カルボ、ニル基活'性化の機構について、実験および理論計算を
用いて詳細に調べられている。
以上、本研究では、塩化ガリウムに特有の新規反応が見出されている。これらの成果は、これまでほとんど研究さ
れていなかったガリウムのルイス酸としての性質を解明する上での有用な知見となると考えられ、ガリウムルイス酸
のさらなる有機合成への利用の可能性も示されている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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